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PPD-s(精 製 ツ ベ ル ク リン)に よ る ツ反 応 検 査 方 法 に つ い て

第3報PPD-Sに よ る反応 の幼 児 にお け る判定 時 間 につ いて

松 本 幸 久

国立予防衛生研究所結核部(指 導 柳沢 謙)

受付 昭和55年10月20日

緒 書

わが 国では,広 く用いてい る旧ツ液 の判定 を,注 射後

48時 間に行っ てい るが,精 製 ツを用いてい るWHOで

は注射 後72時 間以後 の硬結 の大 きさによって行ってい

る。PPD-s0.06γ/0.1mlに よる反応の判定時間に関

しては,前 田 ら1)が 自然感染者のみで ある結核患者にっ

い て検討 し,そ の発赤 の大 きさおよ び そ の 度数分布 曲

線,硬 結 の触知率および大 きさ,2重 発赤 の形成 率のい

ずれでみて も,最 高値 を示す注射後48時 問 目が適当で

あ ると報 告 してい る。私は幼 児のPPD-s0.06γ/0.1

m!に よる反応か らPPD-sに よる 反応 の判定時間 を

検討 したの で,こ こに報告 したい。

調 査 方 法

使用 した精製 ツ液 は前田 らと同 じ く,PPD-s0.06

γ/0.1mlで あって,PPD-sは 保 存温度に よる影響 を

考 えて使用前 日に溶解 し,1夜 氷室 に保存 した もので あ

る。

調査対象 は東京都杉並 区内の3才 よ り6才 までの幼

稚 園児で,研 究Iで は男104名,女47名 か らな る

151名 であ り,研 究IIで は男女約 半数ず っの188名 で

あつた。 いずれの集 団 も既往に 少な くと も1回 は旧 ツ

液 によるツ反応検査 を うけ,そ の大部分はBCG接 種

を うけたこ とのある集団 である。今 回のPPD-s0.06

γ/0.1mlの 注射 は非常用部位 と考 え られ る右 前膊 屈側

中央部 よ りやや下 に行 った。注射術式 および判定方法 は

前報2)と 全 く同 じであ る。なお注射 および判定 は同一人

が行 った。

調査成績および考案

〔研 究1〕3～6才 の幼稚園児151名 におけ る24,

48お よび72時 間値 の比較 成績

まず発赤 の大 きさの平均値 を比較す るにあた り,前 に

報告 したご とく5),発 赤 の大 きさ7mm以 下の反応は非

特 異的反応 であ ることを認 めたので,反応値 を7mm以

下の群 と8mm以 上 の群 の2群 にわ けて比較 した。す

なわ ち24時 間値 の7mm以 下の群では4.41±1.27

mm,8mm以 上の群では12。78±3.46mm,48時

間値 の7mm以 下 の群 では3.85±1.56mm,8mm

以上の群で は12.71±4.19mm,72時 間値 の7mm

以下 の群 では4.02±1.80mm,8mm以 上の群で は

11.20±2.72mmで あっ た。す なわ ち7mm以 下の

群では各判定時間に大差 な く,8mm以 上の群 では24

時間値 と48時 間値に 大差 をみなかったが,72時 間値

は24,48時 間値 よ り小 さい値 で あつた。次に各 判定時

間における発赤 の大 きさの 度数分布 曲線 を 表1よ り描

くと,図1の ごとく,非 特異 的反応 と考 え られ る発赤

の大 きさ7mm以 下 の ところでは,そ の曲線 の 山は,

48,72時 間値 よ りも24時 間値の 発赤 の 大 きさが大で

あ り,明 らか に非特異 的反応 は24時 間値 よ り48お よ

び72時 間値 におい ては減 じてい る。 また特異的反応 と

考 えられ る8mm以 上 の もので は,24時 間値 よ りも

48お よび72時 間値 においてはその例 数が増 し,か っ発赤

表1各 判定時間にお けるPPD-s0.06γ/0.1ml

の発赤の大 きさの度数分布(例 数151名)
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図1各 判定 時間におけ るPPD-s0.06γ/0.1ml

の発赤の大 きさの度数分布 曲線(例 数151名)

図224時 間値 と48時 間値 との 発 赤 の 大 きさの 相 関

関 係(例 数151名,PPD-s0.06γ/0.1ml)

図348時 間値 と72時 間 値 との 発赤 の 大 き さの相 関

関 係(例 数151名,PPD-s0.06γ/0.1ml)

の大 きさも大 きく現われてい る。 したがって48時 間値

が もっ ともたしか な反応 を示 してい るといっ て よ か ろ

う。

24時 間値 と48時 間値,48時 間値 と72時 間値 の そ

れ ぞれの発赤 の大 きさの相関関係 は図2,3に 示 したご

と く,明 らかに48時 間値が最大で あることが判 る。な

お7mm以 下 の 各判定時間 ごとの例数は24時 間では

101名,48時 間では74名,72時 間では86名 であ り

8mm以 上の各判定 時間 ごとの 例 数は24時 間では50

名,48時 間で は77名,72時 間では65名 で48時 間

値が もっ と も大 きく現われてい るのが判 る。

次に各判定時間 ごとの反応の大 きさを各例 ごとの発赤

の大 きさの差 か ら検討 してみ ると,(48時 問値-24時 間

値)の 平均値 は+1.01で48時 間値の 方が大 き く,

(48時 間値-72時 間値)の 平均値 は+1.26で 同 じ

く48時 間値の方が大 きく現われた とい える。 それ らの

発赤 の大 きさの差 の度数分布 は表2の ごと くであって,こ

表2発 赤 の大 きさの差 の度 数分布

A…(48時 間値-24時 間値)

B…(48時 間値-72時 間値)

れ か らみ て もPPD-s0.06γ/0.1mlで は注 射 後48

時 間 目の判 定 が 最 適 で あ る と考 え られ る。

次 に硬 結 の面 か ら検 討 す る と表3に 示 し た ご と く,各

判 定 時 間 に5mm以 上 の硬 結 を計 測 し え た例 数 は24,

48,72時 間 目に それ ぞれ12名,35名,16名 で あっ

た 。 か ろ うじて触 知 し うる程 度 の硬 結(±)以上 の 硬 結 で
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表3各 判定時間にお けるPPD-s0.06γ/0.1ml

の硬結の大 きさの度数分布(例 数151名)

調査月日:昭 和55年5月

比較 してみ て も24,48,72時 問にそれ ぞれ40名,73

名,55名 であっ た。 したがっ て硬結 の点か らPPD-s

0.067/0.1mlの 判 定時間を検討 す ると 触知 率か らみて

48時 問目に判定す るのが適 当であ ると思 われ る。

以上の成績か らみてPPD-sに よる反応の判定時間

は発赤 の大 きさおよびその度 数分布 曲線,発 赤 の大 きさ

の相関関係,発 赤 の大 きさの差の度数分布,硬 結 の触知

率のいずれでみて も,注 射後24,72時 間 目よ り48時

間目に判定 す るのが適 当であ ると考 え られ る。

〔研究II〕3～6才 の幼稚園児188名 におけ る24お

よび48時 間値の比較成績

研 究1の 成績 を再確認 す るために,注 射後24,48

時間値の比 較 を試み た。

まず発赤 の大 きさの平均 値を比 較す るに あた り,研 究

Iの 場合 と同 じく7mm以 下 の群 と8mm以 上の群 に

わけて比 較 した。 すなわ ち24時 間値の7mm以 下の

群 では4.24±1.70mm,8mm以 上 の群 では12.96

±4.04mm,48時 間値 の7mm以 下の 群では4.64

±1.36mm,8mm以 上 の群 では14.39±5.56mm

で あった。す なわ ち非特異的反応 と考 え られ る7mm以

下 では24,48時 間値 に大差 な く,8mm以 上の群で は

48時 間値 の方が24時 間値よ り大で あつた。 したがっ

て これ ら発赤 の大 きさの平均値 によ る比 較成績 か らみ る

と,研 究Iの 場合 と同 じ くPPD-s0.067/0.1mlで

は注射後48時 間 目が24時 間 目よ り判定 には適 当であ

る と考 え られ る。

なお24,48時 間値の発赤の大 きさの度数分布 は表4

に示 したご とくであ る。

次 に発赤 の大 きさを各例 ごとに48時 間値 を24時 間

値で除 したRatio値 か ら検討 してみ ると,1.16(例 数

186名)で あるか ら48時 間値の発赤の大 き さ の 方が

表4各 判定時間におけ るPPD-s0.06γ/0.1ml

の発赤 の大 きさの度数分布(例 数188名)

調査月日:昭 和33年7月

24時 間値の それ よ り大 きく現 われ た ことが 明 らか であ

る。また48時 間値 と24時 問値の各例 ごとの発赤 の大

きさの差 を計算 して平均 値を求め ると+0.24(例 数186

名)で あつた。す なわ ち研究1の 場合 と同 じく48時

間値 の発赤 の大 きさの方が24時 間値の それ よ り大 きく

表5各 判定時 間にお けるPPD-s0.06γ/0.1ml

の硬結 の大 きさの度数 分布 とその触知 率および

2重 発赤 の形成数(例 数188名)

調査月日:昭 和 弱 年7月
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現われ たとい える。

次 に硬結の面か ら検討す ると如何 であろ うか。まず両

判定時 間に5mm以 上の 硬結 を計測 しえた例 数を比 較

してみ ると,24時 間,48時 間にそれぞれ19名,30名

で あつ た。すなわ ち表5の ご とく,硬結 触知率で比較 す

ると,48時 間値の方が24時 間値 よ り大 であつた。 な

おか ろ うじて触知 し うる程度の硬結(±)以 上の硬結 で

比較 してみて も,48時 間値 の 方 が24時 間値 よ り大 で

あった。 また硬結 を計測 しえた もののみ にっい て,そ の

大 きさを比較 してみ ると,48時 間値が9.61mm,24時

間値が8.35mmで あって,24時 間値 は48時 間値 よ

り小 さかった。 したがって硬結 の点か らPPD-s0.06

γ/0.1mlの 判定時 間を検討 す ると,硬 結 の触知率 およ

び大 きさのいずれで も48時 間値 の方が大 であ り,研 究

Iの 場合 と同 じ く注射後24時 間 目 よ り48時 間 目に

判定す る方が適 当で あると思われ た。次 に2重 発赤 の現

われ方にっいて比較 す ると例 数が塵 少であったが,48時

間 目の方が例数が多かった。

以上の成績 か らみてPPD-s0.06γ/0.1mlに よる

反応の判定時間 は発赤の大 きさの平均値,発 赤の大 きさ

のRatio値,発 赤 の大 きさの差,硬 結の触知率お よび

大 きさ,2重 発赤の形 成数のいずれでみて も,研 究Iの

場合 と同 じ く,注 射後24時 間 目よ り48時 間 目に判定

す るのが適 当であ ると考 え られ る。

結 論

私は幼児(3～6才)に お けるPPD-s0.06γ/0.1

mlに よ る反応 成績 か らPPD-sの 判定時間 を検討 し,

次 の成績 を得 た。

PPD-s0.06γ/0.1mlに よ る反応 の判定時間は,発

赤の大 きさお よび その度数分布 曲線,発 赤 の大 きさの相

関関係,発 赤の大 きさの差 の度数分布,硬 結の触知率か

らみて,注 射 後24,72時 間 よ り注射 後48時 間 目に判

定す るのが適 当であ ると考 える。

擱 筆に臨み,御 懇 篤な御指 導,御 校閲 を戴 いた柳 沢先

生,前 田先生,ま た終始 御助言を戴 き,鞭 撻 して下 さっ

た東 京大 学塚 原教授 に深 く感謝す る。
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